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材料科学には夢がある。 

我々⼈類がこれまで合成した化合物は、考え得る化合物のほんの⼀部である。最新の固体電解

質や⾦属材料では 5 元素を含む化合物は当たり前である。今後、元素数がさらに⼤きい新材料(多

元系材料)を開発しなければ、社会の要請に応えることができないだろう。また、合成技術が進歩

し、現在では多様な合成パラメータを振って化合物を作ることができる。そのため、巨⼤な材料
探索空間が我々の⽬の前に存在し、そこに有⽤な材料が眠っている。 

したがって、材料科学は、宇宙開拓や深海探査のように、⼈類のフロンティアである。 

そのフロンティアを探索するためには、材料科学にも、宇宙探査機や深海探査艇のようなツー

ルが必要である。 

 

そのツールはものづくりをする現場をスピードアップし、かつ、研究者が創造性を発揮できる
環境にするものでなければならない。 

これは実験室に変⾰が必要ということを意味しており、その⽅向性は、クルマが進化する⽅向

として⾔われる CASE(Connected, Autonomous, Shared, Electric)を考えると良いだろう。 

つまり、合成や評価を担う実験装置が Connected、Autonomous、Shared になるということ

である。さらに、個々の装置が High-throughput になるだろう。これらは⼈⼯知能(AI)とロボッ

ト技術を最⼤限活⽤するということであり、実験室の変⾰に向けて、世界中でこの動きが加速し

ている[Science 366 (2019) 1295 や Nature Rev. Mater. 3 (2018) 5 など]。講演ではその概念につ

いて議論し、我々の取り組みについて報告する。 

 

以上は、未来社会に向けた、夢のある前進であると考えている。研究者を繰り返し作業から解

放し、創造性豊かな研究に集中する環境を整える。そして、研究者がアイディアをすぐに試すこ

とができ、活き活きと研究をする現場を築くことが狙いである。 

研究者が研究を楽しむ姿を⾒せることにより、若者達が科学技術に興味をもち、研究者を⽬指

す社会へとつながることを期待している。 

本研究は清⽔亮太 助教(東⼯⼤)と⼩林成 博⼠課程 1年(東⼯⼤)、安藤康伸 博⼠(産総研)との

共同研究です。JST-CREST、JST-MIRAI より⽀援いただきました。 
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